
 

トムソン散乱による磁気スラストチャンバー中のイオン速度計測 
Measurement of ion velocity in the magnetic thrust chamber by Thomson 

scattering 
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 近年,宇宙探査の技術の進歩により火星への有

人探査がますます現実味を帯びてきている.レ

ーザー核融合ロケット(LFR)は火星探査を行う

ための推進機の候補として期待されており,実

現した場合は火星までの往復は30-60日間で可

能であると予想されている[1]. 

 LFRの推進システムは,磁気スラストチャン

バーと呼ばれ,外部磁場と核融合プラズマの相

互作用を利用してプラズマの運動方向を制御

し、推力を獲得する(図1). 

図1 磁気スラストチャンバーの推進原理 

  

磁気スラストチャンバーの推進効率を高める

ためには,磁場とプラズマの相互作用によるプ

ラズマの速度変化を知り,プラズマを制御する

必要がある.そのためには数値解析コードの開

発が必要不可欠であり,実験の基礎データの取

得,また磁気スラストチャンバーにおけるプラ

ズマの磁場依存性の検証が必要となる.そこで

レーザーアブレーションプラズマのパラメー

タ計測を協同トムソン散乱により行った. 

実験は大阪大学レーザーエネルギー学研究

センターのEUVデータベースレーザー施設で

行った.まず,コイルに3000 Aの電流を流してお

よそ0.4 Tの磁場を生成し,真空チャンバーの中

心に設置した直径500 umのCH球ターゲットに

レーザーを照射することでプラズマを生成し

た.レーザー照射から75 ns後にプローブレーザ

ー(Nd:YAG)をチャンバー中心からコイル側に3 

mmの位置に入射し,レンズを用いてトムソン散

乱光を分光器に導いた(図2).イオン項計測では,

高い波長分解能が必要なため,回折格子を3枚使

用した加分散型トリプル分光器を作成し,37 pm

の波長分解能を達成した[2].また,磁場配位を制

御するため,4個の矩形コイルを組み合わせた磁

気スラストチャンバーを作成し,システム単体

での方向制御の可能性を検証した. 

その結果として,磁気スラストチャンバーに

おけるプラズマの速度変化を確認することが

できた. 

  
 

 

 
 

 

 
 

 

図2 実験セットアップ 
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